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水俣市宝川内集地区の災害について
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梅雨前線により九州南部に豪雨が発生

○７月１９日夜半から２０日の明け方にかけて、梅雨前線により九州南部に豪雨が発生

○水俣市深川観測所では、24時間雨量379mm、最大時間雨量91mmの記録的豪雨となった

２４時間雨量分布（１９日１６時～２０日１５時）

最大時間雨量91mmえびの市加久籐観測所
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熊本県水俣市宝川内集地区で土砂災害が発生

宝川内集地区
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水俣市宝川内集地区森林崩壊状況
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○記録的な豪雨により、森林斜面が耐え切れず崩壊

○土石流が発生し、大量の流木が流出

③土石流とともに流下した大量の流木

①山腹崩壊状況②土石流の流下跡
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　　今回のような豪雨になると、森林斜面は崩壊し、
　　森林の洪水緩和機能は期待できない
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中小規模の降雨の場合、降った雨がいった

ん土壌に浸透し、遅れて川に出てくる。
これが森林の洪水緩和機能。
　
　

豪雨になると

さらに雨が降り続くと、流域は飽和状態となり

降った雨のほとんどがそのまま川に出てくる。

この時には、森林の洪水緩和機能は期待で
きない。

今回のような豪雨になると土壌がゆるみ、
森林斜面が崩壊し、土石流や流木が発
生する。
この時には、森林の洪水緩和機能は期
待できない。
このような災害を防止するするためには、
土石流対策や流木対策が必要である。

※東京大学名誉教授・福島大学教授　虫明功臣「森林斜面から渓流や河川への流出過程」を国土交通省において加工




